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企業内ブログの活性化に必要な仕組み

企業内ブログ利用促進の
ためのポイント

企業内ブログに対しては、その
期待の一方で、「活用のされ方や
効果が把握しにくい」といった懸
念や、「もっと利用してもらうに
はどうしたらよいか」などという
悩みも少なくない。NRIでは、こ
うした懸念や悩みに対する答えと
して、企業内ブログによるナレッ
ジの活用には以下の３つのポイン
トが重要であると考えている。

第１のポイントは、運用のため
の主管部署を設けることである。
導入については企画部や情報シス
テム部門が担当するというケース
が多いが、その後の運用を担う部
署を明確に設けているところはあ

まり見られない。しかし運用や活
性化には、やはり専門の主管部署
を設けることが望ましい。

第２は、利用状況を可視化する
仕掛けをつくることである。主管
部署を設置していても、利用状況
が見えなければ次に打つ施策の検
討ができない。膨大なブログの記
述内容を要約したり、利用状況を
数値的にモニタリングしたりする
ことで、初めて活性度の評価が可
能になる。

第３は、個人別やグループ別と
いうように、施策を個別に検討し
実行することである。各個人やグ
ループの利用状況を把握したうえ
で、分散したナレッジの適切な融
合を図る必要がある。

ブログの活性化を支援する
システム

ソフトウェアベンダーが提供す
る企業内ブログシステムでも、ト
ップページに新着情報などを表示
する機能やテンプレートが用意さ
れている。しかし、このような機
能は、どちらかといえばユーザー
向けのもので、主管部署がユーザ
ーに利用を促すための機能として
は十分ではない。

こうした背景を踏まえ、NRI 
では「TRUE TELLERイントラ
ブログ活性化支援システム」を開
発した。これは、200社への導入
実績をもつNRIのテキストマイニ
ング（文章データの分析）ツール

「TRUE TELLER（トゥルーテラ
ー）」をエンジンとしたもので、
企業内ブログに書き込まれた内容
の構文解析と統計解析の自動処理
により、記載内容の分析や類似度
の把握などが行える。以下に主な
特徴・機能を紹介する。
①注目トピックの分析
テキストマイニングの結果を用

いて、現在のホットな論点は何か
を瞬時に把握可能にする。これま
では、内容を一つずつ目で読み込
んでいくか、タイトルをながめる
ことで判断せざるをえなかった。
しかし、この注目トピックの分析
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社内のナレッジ（知識）共有と組織の活性化をもたらす
ツールとして、企業内ブログ（日記風の簡易型ホームペー
ジ）が注目を浴びている。企業内ブログを活性化させるに
は、①主管部署の設置、②利用状況の可視化、③促進施策
の実施──が重要である。野村総合研究所（NRI）は、そ
の企業内ブログの利活用をさらに一歩進め、内容の構文解
析と統計解析を自動処理し、ブログの記載内容の分析や類
似度の把握ができるツール「TRUE TELLERイントラブ
ログ活性化支援ツール」を開発した。今後は本ツールをベ
ースに、自然文検索やノウフー情報などを付加し、企業内
ブログとナレッジの有効活用をより推し進めていく。

当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。すべての内容は日本の著作権法および国際条約により保護されています。
CopyrightⒸ2007 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. No reproduction or republication without written permission.



109企業内ブログの活性化に必要な仕組み

機能により、主要な話題や急に増
えているキーワードをチェックす
ることなどが可能になる。経営層
にとっても、社内のナレッジの最
新動向を短時間で把握できるよう
になるわけである。
②活性度指標による
　モニタリング
企業内ブログの活性度を把握す

るために、ブログの文章量や更新
頻度、アクセス数などを活性度指
標として可視化する。これにより
主管部署では、企業内ブログ全体
および各個人のブログの活性度を
瞬時に把握でき、利用を促すべき
ユーザーの特定や各種の施策の検
討が可能になる。
③「ブログネットワーク」の描画
記載されている内容の類似度な

どを測定し、「ブログネットワー
ク」を描画する。たとえば、類似
のノウハウを持つ社員や関心を同
じくする社員をあちこちの拠点か
ら抽出して、ネットワーク図のよ
うに可視化する（図１）。
④ブログ診断ページの表示
必要に応じて個々の利用者の診

断ページを作成し、全体と比較し
た活性度や、記載内容の特徴など
を簡単にチェックできる（図２）。
これに基づいて、主管部署は「お
すすめメール」（見てもらいたい

ページなどを知らせるメール）を
利用度の低いユーザーに配信した
り、効果的なオフサイトミーティ
ングを企画したりすることが可能
になる。

今後は、以上のような機能に加
え、自然文による検索や、ノウフ
ー（誰がどんな知識や情報を持っ
ているか）情報の可視化など、ナ
レッジを有効活用するためのユー
ザー向けの機能をさらに充実させ

ていくことが必要であろう。
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図2　ブログネットワークの表示

図1　ブログ診断の画面
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